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「こどもファスト」は看板ばかり？実効性ある子育て支援策を
先
日
行
わ
れ
た
第
二
回
定
例
道
議
会
で
、
丸
山
は
る
み
道
議
は
、
子
ど
も
政
策
に
つ
い
て
道

の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
や
北
海
道
独
自
の
奨
学
金
の
創
設
を
求
め
る

も
、
鈴
木
直
道
知
事
は
「
国
が
や
る
こ
と
」
と
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

少
子
化
に
追
い
つ
け
な
い
道

の
子
ど
も
応
援
社
会
の
推
進

鈴
木
知
事
は
、
今
年
度
の

重
点
政
策
の
基
本
的
な
視
点

と
し
て
「
①
暮
ら
し
を
守
る

②
未
来
を
創
る
③
地
域
と
進

め
る
」
の
三
つ
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

少
子
化
対
策
が
ま
す
ま
す

関
心
を
集
め
て
い
ま
す
が
、

北
海
道
は
「
暮
ら
し
を
守
る

政
策
」
の
一
環
で
、
子
ど
も

応
援
社
会
の
推
進
の
ひ
と
つ

に
「
こ
ど
も
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ

ッ
ク
」
の
取
り
組
み
推
進
を

掲
げ
、
道
内
１
３
７
の
道
立

施
設
で
妊
婦
や
こ
ど
も
連
れ

の
優
先
窓
口
を
設
置
し
ま
し

た
。
し
か
し
こ
れ
は
非
予
算

事
業
で
子
育
て
支
援
に
ど
れ

ほ
ど
の
効
果
が
あ
る
の
か
、

は
な
は
だ
疑
問
で
す
。

丸
山
道
議
は
「
い
つ
ま
で

も
国
任
せ
に
す
る
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

や
道
独
自
の
奨
学
金
制
度
な

ど
、
子
育
て
世
帯
の
要
求
に

こ
た
え
る
施
策
に
踏
み
出

し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
北
海
道
へ
転
換
す
べ

き
」
と
知
事
の
見
解
を
た
だ

し
ま
し
た
。

子
育
て
の
負
担
軽
減
こ
そ

「
こ
ど
も
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ

ク
」で
取
り
組
む
べ
き

丸
山
道
議
は
、
子
ど
も
医 蘭

島
地
域
の
海
水
浴
場
に
隣
接
す
る

海
岸
線
（
通
称
「
浜
通
り
」）
に
つ
い

て
は
一
部
駐
車
可
能
区
域
に
な
っ
て
い

ま
す
。
地
元
の
方
か
ら
「
駐
車
禁
止
区

域
よ
り
道
幅
が
狭
い
区
域
に
駐
車
さ
れ

る
と
危
険
。
現
在
駐
車
可
能
部
分
に
つ

い
て
も
駐
車
禁
止
区
域
に
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

８
月
４
日
に
は
丸
山
道
議
、
小
貫
小

樽
市
議
、
小
樽
署
の
担
当
者
が
現
地
に

赴
き
要
望
を
寄
せ
ら
れ
た
地
元
住
民
の

方
々
か
ら
要
望
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

小
樽
市
道
で
も
あ
り
、
今
後
関
係
者

と
の
調
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

療
費
無
料
化
や
道
独
自
の
奨

学
金
創
設
を
こ
れ
ま
で
鈴
木

知
事
が
「
全
国
一
律
で
実
施

す
る
も
の
」
と
繰
り
返
し
て

き
た
こ
と
に
つ
い
て
明
確
な

基
準
が
あ
る
の
か
を
問
い
、

知
事
の
決
断
で
、
実
効
性
あ

る
子
育
て
支
援
こ
そ
「
こ
ど

も
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
」
で

行
う
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

鈴
木
知
事
は
「
こ
ど
も
基

本
法
で
は
、
国
は
こ
ど
も
施

策
を
総
合
的
に
、
ま
た
地
方

公
共
団
体
は
、
そ
の
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定

実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
が
道
独
自
の
子
育

て
支
援
策
を
講
じ
な
い
理
由

と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子

育
て
世
帯
の
要
求
に
寄
り
添

う
道
政
を
早
急
に
実
現
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　北海道新幹線工事の影響でパセオ
と高架下店舗が閉店します。丸山道
議は第二回定例道議会で閉店による
減収等再オープンまでの減収の積算
とＪＲ北海道の補填策について、ＪＲ
北海道が国から支給されている、５
年間で1,718億円の支援金が減収補
填に充当されることはないのか質し
ました。交通企画監が「家賃収入の

年間20億円の減収については、鉄道
事業と、不動産事業、ホテル事業と
いった開発関連事業の拡大により収
益確保を図っている。国の支援は設
備投資や修繕に対する助成金の交
付、出資、経営安定基金の運用益の
安定的な確保のための下支え措置に
講じられている」と答弁。減収積算
については明らかにしませんでした。

ＪＲ北海道は再開発と新幹線工事
を最優先にし、一方で路線や駅の削
減など利便性を後退させています。
　丸山道議は知事自らが路線維持を
明言し、地方切り捨ての路線廃止や
減便など道民負担を押しつけること
のないよう、ＪＲ北海道に求めるべ
きと追及しました。交通企画監は「持

続的な鉄道網の確立とＪＲ北海道の
経営自立に向けて、ＪＲの徹底した
経営努力を前提とした国の実効ある
支援と地域としても可能な限りの協
力・支援が必要との認識のもと沿線
自治体や道において様々な取組を行
っている」と、地方へのしわ寄せを
是認する答弁です。

路線維持、道民の利便性最優先に知事が先頭に立つべき

―パセオ閉店による影響―

海
岸
線
の
駐
禁
区
域
広
げ
て
！



「暮らし最優先」の施策を鈴木知事に要求

平和願う
「おたる運河灯ろう流し」

一年半目のウクライナ宣伝

～ 2024年度予算編成に関する重点要望～

物
価
高
騰
の
も
と
で
道

民
生
活
と
地
域
経
済
の
困

難
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
ま

す
。
８
月
22
日
、
日
本
共

産
党
道
議
団
は
党
道
委
員

会
と
と
も
に
次
期
当
初
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
知
事

に
要
請
を
行
い
「
住
民
福

祉
の
本
旨
」
が
十
分
に
反

映
さ
れ
る
施
策
と
す
べ
き

と
強
く
求
め
ま
し
た
。
８

分
野
48
項
目
に
わ
た
る
重

点
要
求
は
主
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

わ
り
感
染
拡
大
抑
制
対
策

の
早
期
打
ち
出
し
。
マ
イ

ナ
保
険
証
へ
の
強
制
移
行

に
道
と
し
て
国
に
中
止
を

求
め
る
こ
と
。
出
産
施
設

増
加
に
向
け
、
目
標
と
緊

急
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
。
道
民
生
活
を
直
接
支

援
す
る
道
独
自
の
物
価
高

騰
対
策
の
実
施
等
で
す
。

丸
山
道
議
は
「
マ
イ
ナ

保
険
証
の
た
め
に
今
の
保

険
証
を
な
く
す
な
ど
現
場

置
き
去
り
も
甚
だ
し
い
。

こ
の
暑
さ
で
熱
中
症
疑
い

の
緊
急
搬
送
に
立
ち
会
っ

た
。
意
識
混
濁
し
、
医
療

機
関
受
付
時
に
暗
証
番
号

を
求
め
る
な
ど
実
態
を
理

解
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

産
科
医
の
減
少
は
小
樽
市

で
も
他
人
事
で
は
な
い
。

早
急
な
支
援
を
求
め
る
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

　広島に原爆が落
とされて78年目の
夏。今年もおたる運
河灯ろう流しに参
加。
　運河は夜になっ
ても観光客がそぞ
ろ歩き。灯ろうに目
を向ける人々に「１台300円で平和
への願いを乗せた灯ろう流しを」と
声をかけ何組かに参加を促す。小樽
への旅の思い出に平和を願う灯ろう
流し。ずっと続けていこう。

　毎月24日、小樽駅前で
続けているウクライナ
侵略反対の宣伝に、侵略
が始まって一年半とな
る８月も参加。麻生自民
党副総裁が、抑止力を機
能させる為には「闘う覚
悟が必要だ」と発言した

ことに抗議し、戦わせない覚悟こそが必
要だ」と訴えました。戦争はいったん始
まったら容易に終わりません。このこと
はウクライナ侵略から明らかです。軍事
一辺倒の政治を変えましょう。

丸
山
道
議
は
８
月
２
日
開
催

の
「
水
産
林
務
特
別
委
員
会
」

で
蘭
越
町
に
お
け
る
蒸
気
の
噴

出
に
よ
る
道
有
林
へ
の
影
響
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

水
産
林
務
部
は
蘭
越
町
の
道

有
林
に
お
け
る
地
熱
調
査
工
事

用
地
で
、
調
査
の
支
障
と
な
る

樹
木
伐
採
の
届
け
出
受
理
、
作

業
用
地
の
造
成
許
可
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

丸
山
道
議
は
「
７
月
21
日
に

現
地
を
視
察
し
、
遠
目
か
ら
で

も
か
な
り
の
広
さ
で
掘
削
現
場

の
周
辺
の
森
林
が
茶
色
く
変
色

し
て
い
る
の
を
確
認
し
た
」

「
塩
化
水
素
に
よ
る
樹
木
へ
の

影
響
、
ヒ
素
に
よ
る
根
の
損
傷

等
樹
木
の
状
態
確
認
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
の

か
」
と
質
問
。
宮
谷
道
有
林
課

長
が
「
樹
木
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
つ
い
て
は
カ
メ
ラ
搭
載
の
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空
か
ら
の
撮

影
に
よ
る
森
林
変
色
を
確
認
。

今
後
は
蒸
気
噴
出
の
収
束
ま

で
、
事
業
者
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
定
期
的
な
森
林
状
況
撮

影
に
て
状
況
を
把
握
し
て
い

く
」
と
答
弁
。

丸
山
道
議
は
今
後
の
道
有
林

の
樹
木
の
補
償
に
つ
い
て
の
考

え
に
つ
い
て
も
質
し
ま
し
た
。

寺
田
森
林
環
境
局
長
は
「
蒸

気
の
噴
出
が
収
束
し
、
安
全
確

認
の
後
、
事
業
者
と
と
も
に
森

林
の
詳
細
な
現
況
調
査
を
行
い

道
総
研
林
業
試
験
場
等
の
見
解

も
踏
ま
え
、
必
要
な
対
応
に
つ

い
て
協
議
を
し
て
い
く
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

蘭越町〝蒸気噴出〟
道有林への影響、補償等の対策は？

特別
委員会

原
状
復
帰
へ
の
補
償
に
つ
い
て

道警ヤジ排除訴訟「上告断念を！」
排除されたのは知事が守るべき道民

　丸山道議は先の第二回定例会一般質問
で道警ヤジ排除訴訟について鈴木道知事
の姿勢をただしました。
　2019年７月の参院選で、安倍晋三首相
（当時）の街頭演説に「安倍やめろ」と
やじを飛ばした道民が警察官に排除され
た「道警ヤジ排除訴訟」で札幌高裁は６
月22日、女性に55万円を賠償するよう命
じた部分は支持し、道の控訴を棄却しま
した。
　高裁判決は「ヤジを飛ばした原告女性
について表現の自由や移動・行動の自

由、名誉権が侵害された」と断じました。
　警察官の行為は違法とした大変重い判
決です。
　「判決をどう受け止めたのか」と丸山
道議の質問に鈴木知事は「道警察におい
て判断・対応してきたもの」と判決内容
に全く向き合おうとしない姿勢をあらわ
にしました。丸山道議は「警察に排除さ
れたのは知事が守るべき道民です。道民
が警察により表現の自由を奪われた事に
対して知事は何の感情もわかないのです
か」と知事を強く批判しました。

要望書を浜坂真一副知事に手渡す
真下（中央）・丸山（右端）両道議




